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W07a 多層膜スーパーミラーを用いた硬X線望遠鏡搭載気球実験
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我々名古屋のグループとNASA/GSFCのグループの共同で、20-40keVの硬Ｘ線領域における集光結像観測の
気球実験を今年の夏に予定している。我々は、初めての飛翔となる Pt/C多層膜スーパーミラー硬Ｘ線望遠鏡の
設計、製作を行っている。これまでに天文学会で設計、製作した望遠鏡デモンストレーションの成果などについ
て発表を行っており、今回は打ち上げを今夏に控え、最終デザインによる有効面積と視野、フライト用スーパー
ミラーの量産とその性能評価を中心とした気球計画の最新の現状について発表する。　気球に搭載する硬Ｘ線
望遠鏡は、口径 40cm、焦点距離 8mで ASTRO-Eと同タイプのウオルター I型を近似した多重薄板型で１台当
り有効面積は 60～100cm2、視野　 6～8 分角となる。望遠鏡はおよそ 2000枚/台のスーパーミラーを必要とし、
NASAと名古屋でそれぞれ半分ずつ製作することになっている。名古屋では、この 4月後半までに 24 時間 2交
代で量産を行い、2quadrantを完成させる。この量産と更なる望遠鏡開発のために、我々の研究室にこの 11月に
新たなスパッタ装置が追加導入され d=66A, Γ=0.4 1で 8keVで 70%を越える高い反射率を持つ多層膜の成膜を
確認した。これは、以前からの我々のスパッタ装置と同等の膜質の多層膜を成膜できることを意味し、量産に有
効な結果となった。更に、製作したミラーを測定するために我々の研究室のＸ線ビームラインを 12月に 8ｍに
延長し、20～40keVにおける焦点面での測定も計画中である。


